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し
た
が
、
そ
の
経
験
か
ら
得
た
教
訓
な
ど
は
あ
り
ま

し
た
か
。

 

分
署
長

　

地
震
や
風
水
害
等
の
災
害
時
に
お
け
る
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
を
見
直
し
、
新
た
に
作
成
を
し
ま
し
た
。
日
付

や
時
間
ご
と
に
警
報
や
河
川
の
状
況
に
よ
る
対
応
や
、

消
防
職
員
間
で
情
報
を
共
有
で
き
る
体
制
も
構
築
し

ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
普
段
か
ら
危
機
意

識
を
持
ち
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
避
難
場
所
の
把
握
、

防
災
セ
ッ
ト
の
準
備
な
ど
家
族
で
話
合
い
を
し
て
お

く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
自
助
・
共
助
・
公
助
の
三

つ
が
連
携
し
、
助
け
合
い
の
精
神
を
持
つ
こ
と
が
大

事
で
あ
る
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。 

 

議
会

　

消
防
士
と
し
て
市
民
の
方
に
望
む
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
。 

 

分
署
長

　

火
災
も
救
急
も
「
予
防
」
が
第
一
で
あ
り
ま
す
。

　

火
災
に
つ
い
て
は
、
起
こ
さ
な
い
、
起
こ
さ
せ
な

い
と
い
っ
た
暮
ら
し
や
環
境
を
作
り
、
も
し
起
こ
っ

て
し
ま
っ
て
も
最
小
限
に
と
ど
め
る
備
え
が
必
要
で

す
。
救
急
に
つ
い
て
は
、
「
い
つ
具
合
が
悪
く
な
っ

た
か
わ
か
ら
な
い
」
「
い
つ
倒
れ
た
か
わ
か
ら
な

い
」
な
ど
の
不
測
の
事
態
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
ご

自
身
や
ご
家
族
（
特
に
高
齢
者
や
幼
児
等
）
の
健
康

管
理
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

議
会

　

消
防
士
を
目
指
す
方
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

 

分
署
長

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
生
命
・
身
体
・
財
産
を
守
る
と

い
う
の
が
我
々
消
防
の
仕
事
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ま

の
安
全
安
心
の
一
翼
を
担
う
た
め
、
日
々
の
辛
い
訓

練
に
も
耐
え
、
様
々
な
研
修
等
で
教
養
も
高
め
て
お

り
ま
す
の
で
、
業
務
遂
行
中
に
「
あ
り
が
と
う
」
の

感
謝
の
言
葉
を
か
け
て
も
ら
え
る
と
士
気
も
高
ま
り

ま
す
し
、
仕
事
に
や
り
が
い
を
感
じ
る
瞬
間
で
あ
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
日
々
精
進
し
て
市
民
の
皆
さ

ま
の
負
託
に
応
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

同
じ
よ
う
な
考
え
を
持
つ
方
が
い
ま
し
た
ら
一
緒
に

頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　

（
令
和
３
年
２
月
中
旬
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）

 

市
議
会（
以
下
議
会
）

　

石
下
分
署
の
組
織
体
制
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ

い
。

 

飯
田
分
署
長（
以
下
分
署
長
）

　

茨
城
西
南
広
域
消
防
本
部
は
、
一
本
部
四
消
防
署

九
分
署
五
出
張
所
で
構
成
さ
れ
、
各
消
防
署
に
消
防

隊
、
救
急
隊
、
指
揮
隊
、
救
助
隊
が
配
置
さ
れ
て
お

り
、
石
下
を
含
む
各
消
防
分
署
に
は
、
消
防
隊
、
救

急
隊
が
配
置
さ
れ
て
お
り
ま
す
。　
　

　

基
本
的
に
は
、
分
署
は
人
数
が
少
な
い
の
で
、
消

防
隊
と
救
急
隊
は
行
動
を
共
に
し
て
活
動
し
、
庁
舎

内
外
を
問
わ
ず
に
常
に
出
動
体
制
を
確
保
し
て
お
り

ま
す
。
火
災
・
救
急
・
災
害
の
出
動
に
つ
き
ま
し
て

は
、
状
況
や
規
模
に
よ
り
単
体
で
出
動
す
る
場
合
、

ま
た
は
複
数
隊
で
出
動
す
る
場
合
に
区
分
さ
れ
、
傷

病
者
の
搬
出
困
難
な
救
急
要
請
時
に
は
消
防
隊
と
救

急
隊
が
同
時
に
出
動
す
る
「
Ｐ
Ａ
連
携
出
動※

」
に

よ
り
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

 

議
会

　

火
災
時
に
お
け
る
消
防
署
員
と
地
元
消
防
団
の
消

火
活
動
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

 

分
署
長

　

消
防
署
員
と
地
元
消
防
団
等
の
関
係
は
、
ど
ち
ら

が
欠
け
て
も
円
滑
な
消
火
活
動
は
難
し
い
と
い
う
こ

と
で
、
よ
く
車
の
両
輪
に
例
え
ら
れ
ま
す
。
地
元
消

防
団
の
方
に
は
、
火
災
の
状
況
に
応
じ
て
水
利
・
中

継
の
確
保
、
延
焼
防
止
、
後
方
支
援
と
い
っ
た
補
完

的
な
活
動
を
密
接
に
連
携
し
な
が
ら
行
っ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

 

議
会

　

常
総
市
は
５
年
前
に
大
き
な
水
害
に
見
舞
わ
れ
ま
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※

Ｐ
Ａ
連
携

　

Ｐ
Ａ
連
携
と
は
、
救
急
現
場
に
お
い
て
消
防
隊
と
救
急
隊
が

連
携
し
て
救
急
・
救
護
活
動
な
ど
を
行
う
こ
と
。
消
防
ポ
ン
プ

車
（Pum

per

）
と
救
急
車
（Am

bulance

）
の
双
方
の
頭
文

字
か
ら
「
Ｐ
Ａ
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。



議
員
　

道
路
交
通
法
で
は
、
原
動
機
付
自
転

車
等
で
公
道
を
走
行
す
る
場
合
に
は
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
が
規
定
さ
れ
て
い

る
。
自
転
車
に
は
そ
の
規
定
が
な
い
。

　

た
だ
し
、
道
路
交
通
法
の
改
正
に
よ

り
、
13
歳
未
満
の
児
童
、
幼
児
の
着
用

に
つ
い
て
は
、
保
護
者
の
努
力
義
務
が

追
加
さ
れ
た
。
13
歳
以
上
に
は
、
着
用

の
規
定
は
な
い
が
、
当
市
で
は
、
生
徒

の
安
全
面
を
考
慮
し
て
新
中
学
１
年
生

に
対
し
て
、
入
学
時
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

贈
呈
し
て
い
る
。
新
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
導

入
し
た
経
緯
を
尋
ね
る
。

学
校
教
育
課
長

　

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
導
入
は
、
昭
和
54
年

度
か
ら
実
施
し
て
い
る
。
新
ヘ
ル
メ
ッ

ト
は
庁
内
で
検
討
し
、
導
入
し
た
。

議
員
　

新
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
反
響
は
ど
う
か
。

教
育
部
長

　

生
徒
か
ら
は
、
デ
ザ
イ
ン
性
や
通
気

性
の
点
で
好
評
だ
が
、
一
部
の
保
護
者

か
ら
は
、
雨
の
日
に
は
髪
が
濡
れ
る
と

い
う
声
も
あ
る
。

議
員
　

改
善
策
は
な
い
の
か
。

学
校
教
育
課
長

　

ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
カ
バ
ー
を
か
ぶ
せ
る

と
い
う
方
法
が
あ
る
。

議
員
　

カ
バ
ー
を
補
助
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

学
校
教
育
課
長

　

ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
３
１
９
０
円
、
附
属

の
カ
バ
ー
は
１
３
２
０
円
な
の
で
セ
ッ

ト
で
の
贈
呈
は
難
し
い
。

議
員
　

通
学
時
の
安
全
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、

高
い
金
額
で
は
な
い
。
生
徒
の
た
め
に

予
算
を
計
上
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

学
校
教
育
課
長

　

従
来
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
と
で
き
る
だ
け

同
一
価
格
で
デ
ザ
イ
ン
の
変
更
を
実
現

し
た
い
と
い
う
方
針
で
進
め
て
き
た
。

議
員
　

デ
ザ
イ
ン
性
、
通
気
性
、
強
度
の
点

か
ら
従
来
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
と
は
違
う
の

に
、
予
算
だ
け
は
同
じ
と
い
う
考
え
方

は
ど
う
な
の
か
。
今
後
は
、
毎
日
利
用

す
る
生
徒
や
専
門
家
の
意
見
も
取
り
入

れ
て
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
単
純

に
２
年
目
も
同
じ
も
の
で
は
な
く
、
改

善
で
き
る
点
は
改
善
し
、
通
学
時
だ
け

で
な
く
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
時
も
使
え
る

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
提
供
を
お
願
い
す
る
。

5月定例会議

常総市議会映像配信中!!　http://www.josocity.stream.jfit.co.jp

Ԯ໼٠ҽ͹
࣯໲ಊժ

Ԯ໼�Ҳ஋�٠ҽ

ヘ
ル
メ
ッ
ト
と
カ
バ
ー
の
セ
ッ
ト
贈
呈

は
予
算
上
難
し
い

答 弁

中
学
生
が
雨
の
日
で
も
安
心
し
て
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
使
用
で
き
る
方
策
は
な
い
か

質問

※内容は発言議員本人からの寄稿によるものです。
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議
員
　

本
庁
舎
と
石
下
庁
舎
の
窓
口
業
務
は
、

同
等
に
行
わ
れ
て
い
る
か
。
石
下
庁
舎

で
は
対
応
で
き
な
い
業
務
は
な
い
か
。

市
民
生
活
部
長

　

市
民
課
で
は
、
戸
籍
関
係
、
住
民
票
、

印
鑑
登
録
証
明
、
身
分
証
明
書
、
税
証

明
書
等
の
各
種
証
明
書
の
発
行
や
転
入

転
出
等
住
所
異
動
の
受
付
な
ど
同
等
の

対
応
を
し
て
い
る
。
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申

請
に
つ
い
て
は
、
県
の
指
導
に
よ
り
、

本
庁
舎
の
み
の
取
り
扱
い
で
あ
る
。

議
員
　

石
下
庁
舎
で
も
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請

が
出
来
る
よ
う
に
、
県
旅
券
室
と
本
庁

舎
の
授
受
管
理
の
規
則
を
基
に
、
県
に

提
案
す
べ
き
と
考
え
る
。
福
祉
部
・
保

健
衛
生
部
・
総
務
部
の
窓
口
業
務
に
つ

い
て
伺
う
。

福
祉
部
長

　

社
会
福
祉
課
、
幸
せ
長
寿
課
、
こ
ど

も
課
で
は
、
お
お
む
ね
同
等
の
業
務
を

行
っ
て
い
る
。
石
下
庁
舎
の
暮
ら
し
の

窓
口
課
で
対
応
が
困
難
な
業
務
は
、
本

庁
舎
の
担
当
課
の
専
門
職
員
が
出
向
く

な
ど
し
て
対
応
し
て
い
る
。

保
健
衛
生
部
長

　

健
康
保
険
課
、
生
活
環
境
課
で
は
、

一
部
の
郵
便
に
よ
る
申
請
受
付
を
除
い

て
、
両
庁
舎
で
同
等
の
対
応
を
し
て
い

る
。

総
務
部
長

　

税
務
課
で
は
、
市
県
民
税
の
申
告
受

付
、
市
税
全
般
の
問
合
せ
や
相
談
、
税

金
の
収
納
に
関
す
る
業
務
、
税
証
明
書

の
作
成
を
行
っ
て
お
り
、
両
庁
舎
と
も

ほ
ぼ
同
様
の
窓
口
業
務
を
行
っ
て
い
る
。

　

現
地
調
査
の
必
要
な
証
明
書
の
発
行

や
納
税
相
談
な
ど
は
、
本
庁
舎
の
職
員

が
行
っ
て
い
る
。

議
員
　

本
庁
舎
、
石
下
庁
舎
と
も
専
門
知
識

を
身
に
つ
け
た
職
員
を
配
属
し
な
け
れ

ば
対
応
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
市

長
に
窓
口
業
務
を
含
め
た
組
織
体
制
に

つ
い
て
考
え
を
伺
う
。

市
長
　

本
庁
舎
、
石
下
庁
舎
と
も
同
一
の
市

民
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

４
年
前
と
比
較
す
る
と
数
段
の
差
で
あ

る
。
こ
れ
か
ら
も
、
常
総
市
民
の
た
め
、

石
下
、
水
海
道
関
係
な
く
適
切
な
市
民

対
応
が
で
き
る
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
心

が
け
て
い
き
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

太
陽
光
発
電
施
設
の
設
置
に
つ
い
て

٠ҽ͹ݬ٤
࣯໲ಊժ

�੘ল�٠ҽݬ٤

本
庁
舎
、石
下
庁
舎
と
も
、お
お
む
ね

同
等
の
市
民
対
応
が
で
き
て
い
る

答 弁

本
庁
舎
と
石
下
庁
舎
の

窓
口
業
務
に
つ
い
て

質問

議
員
　

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
課
題
と
改
善
策
に

つ
い
て
伺
う
。

保
健
推
進
課
長

　

電
話
予
約
が
つ
な
が
り
に
く
い
、
高

齢
者
の
方
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約

は
難
し
い
と
の
声
が
あ
っ
た
。　

　

５
歳
刻
み
の
階
層
で
接
種
券
を
発
送

し
、
電
話
予
約
の
混
雑
緩
和
を
今
後
も

行
っ
て
い
く
。
ま
た
、
64
歳
以
下
の
方

は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
所
持
率
が
高
く
な

る
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
が
増

え
る
と
期
待
し
て
い
る
。

議
員
　

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
キ
ャ
ン
セ
ル
時
の

対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

保
健
推
進
課
長

　

在
宅
高
齢
者
対
象
の
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
従
事
者
、
保
育
所
・
幼
稚
園
の
従
事

者
、
小
中
高
校
の
教
職
員
、
市
の
窓
口

対
応
職
員
、
市
の
特
別
職
及
び
災
害
対

応
職
員
を
優
先
に
接
種
を
行
う
予
定
で

あ
る
。

議
員
　

感
染
者
の
病
床
確
保
と
宿
泊
、
自
宅

療
養
者
の
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

保
健
衛
生
部
長

　

感
染
症
対
応
は
県
が
全
て
の
業
務
を

担
っ
て
い
る
。
５
月
31
日
現
在
の
確
保

病
床
率
は
約
30
・
５
％
の
稼
働
率
と
な

っ
て
い
る
。
宿
泊
、
自
宅
療
養
者
の
支

援
は
、
保
健
所
職
員
が
症
状
確
認
、
生

活
支
援
を
行
う
。

議
員
　

コ
ロ
ナ
禍
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
応

に
つ
い
て
伺
う
。

福
祉
部
長

　

医
療
機
関
な
ど
の
各
関
係
機
関
と
連

携
を
し
な
が
ら
、
有
資
格
職
員
に
よ
る

相
談
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

議
員
　

外
国
人
に
対
す
る
対
応
を
伺
う
。

市
民
生
活
部
長

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
広
報
を
行
い
、

市
内
企
業
を
訪
問
を
し
て
、
職
場
内
で

コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
の
協
力
依
頼
と
相

談
窓
口
の
案
内
を
し
た
。
今
後
も
関
係

部
局
と
連
携
し
な
が
ら
、
啓
発
に
努
め

て
い
く
。

議
員
　

安
全
・
安
心
で
誰
一
人
取
り
残
さ
れ

な
い
ま
ち
づ
く
り
、
市
民
に
寄
り
添
い
、

あ
ら
ゆ
る
対
応
が
で
き
る
体
制
構
築
を

お
願
い
す
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

★
デ
ジ
タ
ル
社
会
へ
向
け
た
取
り
組
み

੶௫٠ҽ͹
࣯໲ಊժ

੶௫�߸�٠ҽ

今
後
も
状
況
に
合
わ
せ
て
対
応
し
て

い
く

答 弁

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

対
応
に
つ
い
て
伺
う

質問
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議
員
　

私
の
教
員
時
代
を
振
り
返
る
と
、
教

え
子
の
中
に
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
で
は
な

い
か
と
感
じ
る
子
ど
も
が
い
た
。
今
思

え
ば
、
担
任
と
し
て
何
か
も
っ
と
力
に

な
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
自
責
の
念
に

駆
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち

を
預
か
る
学
校
は
、
何
が
で
き
る
の
か

を
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
の
現
状
を
教
職
員
が
把
握
し

た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
対
応
や
支
援
を

し
て
い
く
の
か
。

教
育
長

　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
い
う
視
点
か
ら

見
て
、
学
校
生
活
に
支
障
が
あ
る
様
子

が
う
か
が
え
る
場
合
に
は
、
学
校
だ
け

で
の
対
応
で
は
解
決
に
向
か
わ
な
い
と

認
識
し
て
い
る
。
そ
の
場
合
に
は
、
必

要
に
応
じ
て
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

と
の
面
談
を
進
め
る
、
あ
る
い
は
困
り

事
や
悩
み
事
の
把
握
、
心
の
サ
ポ
ー
ト

に
努
め
る
た
め
に
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
の
協
力
を
得
る
な
ど
、
関

係
機
関
と
手
を
組
ん
で
相
談
、
家
庭
訪

問
等
を
行
い
、
児
童
生
徒
の
負
担
や
心

配
事
が
少
し
で
も
解
消
さ
れ
、
将
来
へ

の
影
響
が
な
く
な
る
よ
う
進
め
て
い
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

議
員
　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
課
題
を
関
係
部

署
で
共
有
す
る
こ
と
は
、
身
近
な
支
援

や
課
題
の
解
決
に
も
つ
な
が
る
と
考
え

る
。
市
に
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
対
す
る

情
報
が
寄
せ
ら
れ
た
場
合
、
行
政
間
の

連
携
や
対
応
は
ど
う
し
て
い
く
の
か
。

福
祉
部
長

　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
も
含
め
、
要
保
護
、

要
支
援
児
童
に
関
し
て
は
、
本
市
に
お

い
て
は
、
こ
ど
も
課
、
社
会
福
祉
課
、

保
健
推
進
課
、
人
権
推
進
課
、
指
導
課

等
が
連
携
を
し
て
対
応
に
当
た
る
ほ
か
、

必
要
に
応
じ
て
筑
西
児
童
相
談
所
等
の

外
部
の
関
係
機
関
と
も
情
報
を
共
有
し

て
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
ど

も
課
所
管
に
お
い
て
、
要
保
護
児
童
対

策
地
域
協
議
会
が
あ
り
、
今
後
も
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
と
思
わ
れ
る
事
例
が
発
生

し
た
場
合
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
関
係

機
関
を
招
集
し
、
協
議
会
の
中
で
各
関

係
機
関
、
特
に
学
校
、
教
育
委
員
会
等

と
情
報
の
共
有
を
図
り
、
連
携
を
強
化

し
た
上
で
、
早
期
発
見
に
努
め
、
対
策

を
講
じ
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

★
図
書
館
に
お
け
る
子
ど
も
読
書
の
推

進
に
つ
い
て

㛴Ҭ٠ҽ͹
࣯໲ಊժ

㛴Ҭ�ਇ�٠ޙҽ

教
育
と
福
祉
と
の
連
携
を
強
化
し
、子
ど
も

を
取
り
巻
く
環
境
の
向
上
に
努
め
て
い
く

答 弁

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て

質問

議
員
　

防
災
対
策
の
改
善
点
に
つ
い
て
問
う
。

市
長
公
室
長

　

一
つ
目
に
庁
内
体
制
と
し
て
、
地
域

防
災
計
画
に
お
け
る
班
体
制
の
見
直
し

を
行
い
、
電
話
対
応
に
向
け
て
、
早
期

体
制
構
築
や
災
害
発
生
の
経
過
時
間
に

応
じ
た
柔
軟
な
応
援
体
制
の
確
立
を
し

た
。
二
つ
目
に
情
報
発
信
と
し
て
、
防

災
ラ
ジ
オ
の
開
局
準
備
、
緊
急
速
報
メ

ー
ル
と
防
災
行
政
無
線
と
の
連
動
、
シ

ョ
ー
ト
メ
ー
ル
に
よ
る
自
治
区
長
へ
の

情
報
配
信
を
行
っ
た
。
現
在
は
、
有
事

に
備
え
て
月
３
回
程
度
テ
ス
ト
メ
ー
ル

を
送
信
中
で
あ
る
。
三
つ
目
に
避
難
所

に
つ
い
て
は
、
受
付
や
避
難
場
所
の
設

営
な
ど
人
員
を
増
強
し
た
ほ
か
、
い
ち

早
く
開
設
す
る
自
主
避
難
所
の
選
定
や

感
染
予
防
対
策
の
強
化
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。

議
員
　

避
難
所
の
開
設
状
況
や
避
難
所
の
収

容
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

防
災
危
機
管
理
課
長

　

Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
の
バ
カ
ン
㈱
と
災
害

協
定
を
締
結
し
、
避
難
所
の
人
数
等
、

利
用
状
況
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
確

認
で
き
る
よ
う
に
改
善
し
た
。

　

近
隣
自
治
体
の
避
難
に
関
し
て
も
広

域
避
難
計
画
に
基
づ
き
避
難
先
が
事
前

に
選
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
公
表
を
し
て
い
る
。
ま
た
、

自
治
区
長
へ
の
シ
ョ
ー
ト
メ
ー
ル
を
有

効
に
活
用
し
、
情
報
発
信
し
て
い
き
た

い
。

議
員
　

ペ
ッ
ト
の
避
難
に
つ
い
て
問
う
。

市
長
公
室
長

　

県
の
災
害
時
に
お
け
る
愛
玩
動
物
救

護
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
参
考
に
、
地
域
防
災

計
画
な
ど
の
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
ペ
ッ

ト
推
奨
避
難
所
を
明
記
し
て
い
る
。
避

難
の
際
に
は
、
必
要
な
リ
ー
ド
や
キ
ャ

リ
ー
バ
ッ
ク
、
ケ
ー
ジ
な
ど
を
事
前
に

備
え
て
い
た
だ
く
よ
う
、
市
の
防
災
訓

練
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
周
知
し
て
い

く
。
広
報
常
総
７
月
号
に
は
防
災
特
集

を
掲
載
す
る
予
定
で
あ
る
。

議
員
　

家
族
の
一
員
で
も
あ
る
ペ
ッ
ト
に
対

し
て
一
緒
に
安
心
し
て
避
難
で
き
る
、

そ
し
て
ペ
ッ
ト
の
命
を
助

け
る
こ
と
の
で
き
る
防
災

先
進
都
市
を
目
指
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

٠ҽ͹ੋ߁
࣯໲ಊժ

Ҳ�٠ҽޭ�ੋ߁

庁
内
体
制
や
情
報
発
信
の
見
直
し
、
避
難
所
の

人
員
の
補
強
及
び
感
染
症
対
策
を
強
化
し
た

答 弁

常
総
市
の
防
災
対
策
に
つ
い
て

以
前
と
の
改
良
点
は

質問

【ヤングケアラー】家族にケアを必要とする人がいる場合に、大人が担うようなケア責任を引き受け、
家事や家族の世話、介護、感情面のサポートなどを行っている１８歳未満の子どものこと用 語
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議
員
　

各
家
庭
の
ト
イ
レ
も
洋
式
化
が
進
ん

で
お
り
、
子
ど
も
た
ち
の
生
活
ス
タ
イ

ル
も
変
化
を
し
て
き
て
い
る
。
小
学
校

の
新
入
生
に
関
し
て
は
、
幼
稚
園
や
保

育
園
か
ら
大
き
く
環
境
も
変
わ
り
、
新

た
な
学
校
生
活
に
な
じ
ん
で
い
く
過
程

に
お
い
て
、
家
庭
で
使
用
し
て
い
る
洋

式
ト
イ
レ
と
違
う
学
校
の
和
式
ト
イ
レ

の
使
い
方
が
分
か
ら
な
く
、
無
理
に
我

慢
を
し
て
し
ま
っ
た
り
、
洋
式
便
器
の

数
の
少
な
い
学
校
で
は
洋
式
ト
イ
レ
に

並
ん
で
し
ま
う
状
況
に
よ
り
、
お
漏
ら

し
を
し
て
し
ま
う
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ

た
と
聞
き
及
ん
で
い
る
。
た
だ
で
さ
え

新
し
い
環
境
で
不
安
な
状
況
に
お
い
て
、

こ
れ
ら
の
ト
イ
レ
の
問
題
に
よ
る
い
じ

め
等
に
よ
っ
て
学
校
へ
行
き
た
く
な
い

と
い
う
気
持
ち
か
ら
、
最
悪
の
場
合
不

登
校
等
に
発
展
し
て
し
ま
う
お
そ
れ
も

考
え
ら
れ
る
。
予
算
の
都
合
上
す
ぐ
に

工
事
と
は
い
か
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
関
し
て
は
待
っ

た
な
し
と
い
う
現
実
が
あ
る
な
か
で
、

本
当
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
部
分
に
お

い
て
は
補
助
金
等
も
活
用
し
今
後
の
ト

イ
レ
の
洋
式
化
を
進
め
て
頂
き
た
い
が
、

当
市
の
考
え
は
。

学
校
教
育
課
長

　

国
庫
補
助
金
を
活
用
し
て
ト
イ
レ
の

大
規
模
改
修
を
先
行
し
て
行
っ
た
場
合
、

そ
の
後
の
長
寿
命
化
の
工
事
あ
る
い
は

大
規
模
の
改
築
工
事
に
制
約
が
出
る
可

能
性
が
あ
り
、
慎
重
に
進
め
る
必
要
が

あ
る
が
、
大
き
な
改
修
を
実
施
す
る
場

合
に
は
積
極
的
に
補
助
金
の
活
用
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

教
育
部
長

　

和
式
便
器
を
洋
式
便
器
に
入
れ
替
え

る
場
合
、
附
帯
工
事
な
ど
は
別
と
し
て

１
か
所
約
50
万
円
程
度
か
か
る
。
本
市

の
学
校
で
現
在
の
洋
式
ト
イ
レ
の
設
置

状
況
を
考
え
る
と
、
全
て
の
便
器
を
洋

式
化
し
た
場
合
、
最
低
で
約
１
億
４
千

万
円
程
度
の
費
用
が
必
要
と
な
る
。
本

市
の
全
19
校
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
に
つ

い
て
は
、
各
校
の
バ
ラ
ン
ス
と
財
政
状

況
の
平
準
化
等
を
考
慮
し
た
中
で
、
学

校
側
と
十
分
な
協
議
、
調
整
を
し
な
が

ら
、
洋
式
化
率
の
向
上
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
。

議
員
　

今
後
の
学
校
適
正
配
置
計
画
も
大
き

な
要
因
に
な
っ
て
く
る
が
、
本
当
に
必

要
と
さ
れ
る
環
境
の
改
修
に
つ
い
て
は
、

迅
速
な
対
応
を
お
願
い
し
た
い
。

ࠦ౽٠ҽ͹
࣯໲ಊժ
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学
校
と
十
分
な
協
議
、
調
整
を
し
、

洋
式
化
率
の
向
上
に
取
り
組
み
た
い

答 弁

小
中
学
校
に
お
け
る

ト
イ
レ
の
洋
式
化
に
つ
い
て

質問

議
員
　

市
内
小
中
学
校
（
幼
稚
園
等
含
む
）

に
お
け
る
近
年
の
熱
中
症
発
生
状
況
に

つ
い
て
伺
う
。

教
育
部
長

　

令
和
元
年
度
の
発
生
件
数
は
、
小
学

校
１
年
生
30
、
２
年
生
71
、
３
年
生

82
、
４
年
生
45
、
５
年
生
77
、
６
年
生

58
で
合
計
３
６
３
件
。
中
学
校
は
、
１

年
生
32
、
２
年
生
19
、
３
年
生
42
で
合

計
93
件
。
令
和
２
年
度
は
、
小
学
校
１

年
生
59
、
２
年
生
97
、
３
年
生
57
、
４

年
生
76
、
５
年
生
66
、
６
年
生
71
で
合

計
４
２
６
件
。
中
学
校
は
、
１
年
生

40
、
２
年
生
37
、
３
年
生
27
で
合
計
１

０
４
件
。
な
お
、
幼
稚
園
は
、
令
和
元

年
度
、
２
年
度
と
も
に
熱
中
症
の
症
状

が
見
ら
れ
た
児
童
は
い
な
か
っ
た
。

議
員
　

毎
年
こ
れ
だ
け
の
子
ど
も
た
ち
が
熱

中
症
に
脅
か
さ
れ
て
い
る
と
い
う
状
況

で
あ
る
が
、
学
校
や
幼
稚
園
等
で
は
ど

の
よ
う
な
熱
中
症
の
予
防
と
対
策
を
行

っ
て
い
る
の
か
。

教
育
部
長

　

コ
ロ
ナ
対
策
と
熱
中
症
対
策
の
両
立

と
し
て
、
エ
ア
コ
ン
の
積
極
的
活
用
や

水
分
補
給
を
定
期
的
に
指
示
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
体
育
館
や
武
道
場
に
大
型
扇

風
機
や
ミ
ス
ト
シ
ャ
ワ
ー
を
設
置
し
た
。

　

さ
ら
に
、
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
（
暑
さ
指
数
）

を
毎
日
測
定
し
て
、
各
校
に
活
動
の
注

意
喚
起
や
運
動
制
限
を
行
っ
て
い
る
。

議
員
　

児
童
生
徒
の
保
健
衛
生
、
健
康
安
全

面
等
を
考
慮
し
た
熱
中
症
対
策
と
し
て
、

幼
小
中
学
校
に
製
氷
機
を
設
置
す
る
こ

と
に
つ
い
て
市
の
考
え
は
。

学
校
教
育
課
長

　

す
で
に
設
置
し
て
い
る
学
校
で
は
、

常
時
氷
が
あ
る
の
で
、
急
な
発
熱
や
け

が
の
応
急
手
当
時
の
ア
イ
シ
ン
グ
、
理

科
の
実
験
、
部
活
動
等
で
幅
広
く
有
効

活
用
さ
れ
て
い
る
。

教
育
部
長

　

幼
小
中
学
校
に
お
け
る
氷
の
使
用
目

的
や
用
途
な
ど
を
考
慮
し
、
安
全
で
衛

生
的
な
設
置
場
所
を
検
討
し
て
い
く
。

議
員
　

熱
中
症
対
策
及
び
子
ど
も
た
ち
の
健

康
面
へ
の
安
心
の
投
資
と
し
て
、
残
り

未
設
置
校
（
園
）
へ
の
製
氷
機
の
導
入

・
設
置
を
確
実
に
お
願
い
し
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

★
市
道
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
道
路
）
の
整

備
、
補
修
に
つ
い
て

૴ؔ٠ҽ͹
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熱
中
症
対
策
と
し
て

幼
小
中
学
校
へ
製
氷
機
の
導
入
を
！

質問

安
全
で
衛
生
的
な
設
置
場
所
な
ど
、

学
校
と
相
談
し
検
討
し
て
い
く

答 弁

【ＷＢＧＴ（暑さ指数）】人体と外気との熱のやりとり（熱収支）に着目した指標で、人体の熱収支に与える影響の大きい①湿度 ②日射・輻射など
周辺の熱環境 ③気温の３つを取り入れた指標　※常総市では、WBGT30℃超で運動や教室外での活動に注意喚起、31℃超で原則運動禁止用 語



議
員
　

当
市
は
ど
の
よ
う
に
外
国
人
に
対
し

て
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

市
民
生
活
部
長

　

外
国
人
の
た
め
の
生
活
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
を
中
心
に
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
情
報
に

つ
い
て
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
英
語
、

や
さ
し
い
日
本
語
を
活
用
し
な
が
ら
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
通
じ
て

迅
速
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

議
員
　

達
成
度
、
浸
透
具
合
を
評
価
し
た
上

で
、
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

市
民
生
活
部
長

　

あ
る
程
度
グ
ル
ー
プ
化
し
て
絞
っ
た

言
語
、
も
し
く
は
や
さ
し
い
日
本
語
を

活
用
し
た
案
内
を
引
き
続
き
行
っ
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
市
職
員
に
対
す
る
や
さ
し
い

日
本
語
の
研
修
や
市
民
に
向
け
、
例
え

ば
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
方
々
に
も
期

待
を
し
つ
つ
、
講
座
の
開
設
等
を
行
う

こ
と
で
情
報
発
信
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
増

や
す
こ
と
も
重
要
と
考
え
て
い
る
。

議
員
　

や
さ
し
い
日
本
語
に
つ
い
て
詳
し
く

聞
き
た
い
。

市
民
と
共
に
考
え
る
課
長

　

や
さ
し
い
日
本
語
と
は
、
約
７
割
の

外
国
人
が
お
お
む
ね
理
解
で
き
る
と
さ

れ
て
い
る
表
現
手
法
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
「
至
急
避
難
し
て
く
だ
さ

い
」
を
「
急
い
で
逃
げ
て
く
だ
さ
い
」

と
表
現
を
変
え
る
こ
と
で
、
同
じ
内
容

で
あ
っ
て
も
外
国
人
に
非
常
に
理
解
し

や
す
く
な
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
多
く

の
自
治
体
で
こ
の
手
法
が
取
り
入
れ
ら

れ
て
い
る
。

議
員
　

講
座
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
使
っ
て
、

や
さ
し
い
日
本
語
を
職
員
や
多
く
の
市

民
が
習
得
し
、
県
内
で
も
外
国
人
の
割

合
率
が
ト
ッ
プ
の
常
総
市
が
多
文
化
共

生
を
進
め
て
、
平
時
か
ら
上
手
く
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
、
意
思
の
疎

通
を
図
る
こ
と
で
、
災
害
で
あ
っ
た
り
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等
と
の
戦
い
の
中
で

確
実
に
情
報
発
信
が
で
き
る
と
思
う
。

　

誰
も
取
り
残
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、

ぜ
ひ
、
や
さ
し
い
日
本
語
の
習
得
の
機

会
を
作
っ
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

★
市
職
員
、
高
齢
者
施
設
従
事
者
に
対

す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
つ
い
て

ؖ٠ҽ͹
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関 優嗣 議員

市
内
の
外
国
人
に
も
、

し
っ
か
り
情
報
発
信
を
!!

質 問

議
員
　

災
害
発
生
時
に
お
け
る
、
要
支
援
者

一
人
ひ
と
り
の
個
別
避
難
計
画
書
作
成

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
公
室
長

　

計
画
書
作
成
希
望
者
１
２
８
９
名
の

内
７
５
４
名
の
約
６
割
分
を
作
成
し
た
。

　

現
在
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
の
影
響

も
あ
り
、
未
策
定
者
へ
の
訪
問
は
控
え

て
い
る
。
し
か
し
、
計
画
書
を
作
成
し

て
終
わ
り
で
は
な
く
、
未
策
定
の
方
々

の
作
成
も
進
め
な
が
ら
、
出
来
上
が
っ

た
計
画
内
容
の
確
認
も
並
行
し
て
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員
　

避
難
時
に
手
助
け
が
必
要
な
難
病
患

者
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
た
避
難
行
動
要

支
援
者
名
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
患

者
も
多
い
と
の
報
道
が
さ
れ
て
い
る
。

　

見
た
だ
け
で
は
、
病
状
が
分
か
ら
な

い
方
も
多
く
い
る
。
総
務
省
の
調
査
で

は
、
茨
城
県
の
名
簿
記
載
率
は
50
％
と

の
報
告
が
あ
る
が
、
当
市
の
状
況
は
。

市
長
公
室
長

　

難
病
患
者
情
報
に
つ
い
て
は
、
県
が

保
有
す
る
医
療
費
助
成
申
請
者
情
報
の

み
と
な
り
、
全
て
の
患
者
情
報
を
網
羅

す
る
も
の
で
は
な
い
。
難
病
患
者
が
避

難
に
対
し
、
支
援
を
要
す
る
か
否
か
を

判
断
し
名
簿
に
登
録
を
す
る
か
は
、
本

人
に
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま

た
、
患
者
に
よ
っ
て
は
、
他
人
に
知
ら

れ
た
く
な
い
と
い
う
方
々
も
い
る
。
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
観
点
か
ら
、
本
人

の
意
向
を
尊
重
す
る
こ
と
が
で
き
る
現

在
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
運
用
が
適
正
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

議
員
　

高
齢
者
や
障
害
者
が
災
害
時
に
使
用

す
る
避
難
所
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
対
策

と
今
後
の
避
難
所
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
公
室
長

　

昨
年
５
月
に
公
立
小
中
学
校
が
バ
リ

ア
フ
リ
ー
基
準
適
合
義
務
対
象
施
設
に

含
ま
れ
た
こ
と
か
ら
、
学
校
は
避
難
所

と
な
り
、
教
育
施
設
、
地
域
施
設
と
し

て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
推
進
が
求
め
ら

れ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
当
市
で
は
、

福
祉
避
難
所
を
中
心
に
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
の
考
え
方
を
導
入
し
こ
れ
を

基
本
に
推
進
し
て
い
き
た
い
。

議
員
　

誰
も
が
安
心
し
て
避
難
で
き
る
施
設

を
目
指
し
て
、
早
急
に
対
応
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

൩ౣ٠ҽ͹
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バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
推
進
が
求
め
ら

れ
る
と
認
識
し
て
い
る

答 弁

災
害
発
生
時
の
要
支
援
者
へ
の

避
難
行
動
の
対
応
に
つ
い
て

質問

かけはし 常総市議会だより ｜ 08

多
文
化
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る

答 弁

【ユニバーサルデザイン】性別や年齢、人種などを越えた多様性を踏まえて、多くの方が安心して利用可能なようにデザインすること用 語



議
員
　

市
民
に
向
け
た
配
布
物
の
中
で
、
常

総
市
防
災
ラ
ジ
オ
有
償
配
布
に
伴
う
希

望
調
査
の
お
知
ら
せ
に
つ
い
て
、
な
ぜ

希
望
調
査
票
の
提
出
先
が
石
下
庁
舎
を

含
め
ず
本
庁
舎
だ
け
な
の
か
と
い
う
声

を
市
民
の
方
、
特
に
石
下
地
区
に
お
住

ま
い
の
方
々
か
ら
不
満
や
お
叱
り
の
声

を
い
た
だ
い
た
。
提
出
先
が
本
庁
舎
の

み
に
な
っ
た
理
由
を
伺
う
。

市
長
公
室
長

　

ご
指
摘
の
と
お
り
、
受
付
場
所
を
防

災
危
機
管
理
課
の
み
と
し
て
お
り
、
市

民
の
皆
様
に
ご
不
便
と
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
、
深
く
反
省
を
し
て
い
る
。

議
員
　

防
災
ラ
ジ
オ
配
布
の
開
始
時
期
と
配

布
方
法
に
つ
い
て
伺
う
。

防
災
危
機
管
理
課
長

　

７
月
当
初
か
ら
配
布
を
開
始
し
、
平

日
は
、
本
庁
舎
と
石
下
庁
舎
の
両
庁
舎

を
考
え
て
い
る
。
７
月
中
は
日
曜
開
庁

も
あ
る
の
で
、
そ
こ
も
併
せ
て
両
庁
舎

で
配
布
を
考
え
て
い
る
。

議
員
　

高
齢
者
世
帯
な
ど
、
ど
う
し
て
も
お

金
の
払
込
み
や
各
庁
舎
に
足
を
運
ぶ
こ

と
が
で
き
な
い
場
合
は
ど
の
よ
う
に
対

応
す
る
の
か
。

防
災
危
機
管
理
課
長

　

個
別
に
ご
相
談
を
い
た
だ
け
れ
ば
、

防
災
危
機
管
理
課
で
対
応
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。

議
員
　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い

て
、
75
歳
以
上
を
対
象
に
し
た
配
布
物

で
の
案
内
に
つ
い
て
、
記
載
の
保
健
セ

ン
タ
ー
や
石
下
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

接
種
予
約
が
で
き
な
い
の
か
と
質
問
を

い
た
だ
い
た
。
75
歳
以
上
の
方
々
に
と

っ
て
は
不
親
切
で
は
な
い
か
と
感
じ
た

が
。

保
健
衛
生
部
長

　

こ
の
チ
ラ
シ
は
、
65
歳
以
上
の
方
を

対
象
に
作
成
し
た
。
75
歳
以
上
の
高
齢

者
に
つ
い
て
は
、
接
種
後
に
副
反
応
の

症
状
が
出
た
場
合
、
す
ぐ
に
処
置
が
で

き
る
医
療
機
関
で
の
接
種
が
望
ま
し
い

た
め
、
個
別
接
種
を
勧
め
た
。

議
員
　

配
布
物
は
、
市
民
が
分
か
り
や
す
く
、

理
解
で
き
る
こ
と
、
誤
解
さ
れ
な
い
こ

と
な
ど
、
読
み
手
の
気
持
ち
と
な
っ
て

作
成
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

★
家
庭
系
ゴ
ミ
に
つ
い
て

୉ᖔ٠ҽ͹
࣯໲ಊժ

୉ᖔ�ੜ�٠ҽ

市
民
の
方
々
に
配
布
す
る
際
は
細
心
の

注
意
を
払
っ
て
い
く

答 弁

行
政
か
ら
発
信
さ
れ
る
配
布
物
は
、

正
確
か
つ
迅
速
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

質問

議
員
　

地
域
公
共
交
通
網
形
成
社
会
づ
く
り

に
つ
い
て
、
コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
バ
ス
の
現

状
と
計
画
し
て
い
る
ル
ー
ト
に
つ
い
て

伺
う
。

市
長
公
室
長

　

令
和
３
年
３
月
に
策
定
し
た
常
総
市

地
域
公
共
交
通
計
画
で
持
続
可
能
な
公

共
交
通
網
を
構
築
す
る
こ
と
を
検
討
し

て
い
る
。
運
行
ル
ー
ト
は
、
東
西
の
交

通
軸
と
し
て
水
海
道
、
石
下
市
街
地
か

ら
鬼
怒
川
西
部
を
結
ぶ
イ
メ
ー
ジ
を
掲

げ
て
い
る
。

議
員
　

そ
の
計
画
ル
ー
ト
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

常
創
戦
略
課
長

　

計
画
ル
ー
ト
は
水
海
道
駅
、
石
下
駅

を
拠
点
と
し
た
鬼
怒
川
西
岸
の
ル
ー
ト

を
考
え
て
い
る
。
現
在
は
計
画
段
階
で

あ
る
た
め
、
コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
バ
ス
の
ル

ー
ト
は
、
今
後
の
利
便
増
進
計
画
等
で

詳
細
に
練
っ
て
い
き
た
い
。

議
員
　

公
共
交
通
づ
く
り
を
自
治
体
が
や
ら

ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
条
例
化
し
た
自

治
体
が
あ
る
。
と
く
に
福
岡
市
の
公
共

交
通
条
例
は
、
議
会
提
案
の
地
域
社
会

の
再
生
を
目
指
す
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

交
通
権
を
日
本
国
憲
法
の
生
存
権
（
25

条
）
、
幸
福
追
求
権
（
13
条
）
、
住
居

移
動
の
自
由
（
22
条
）
を
基
本
に
し
て

条
例
第
３
条
に
市
民
の
権
利
、
第
７
条

に
市
民
に
よ
る
政
策
の
提
案
が
う
た
わ

れ
、
市
民
参
加
に
重
点
が
お
か
れ
て
い

る
。
当
市
で
は
、
ど
の
よ
う
に
市
民
参

加
や
提
案
を
受
け
入
れ
る
方
針
な
の
か
。

市
長
公
室
長

　

市
民
が
求
め
て
い
る
ニ
ー
ズ
や
利
用

な
ど
地
域
の
実
情
を
把
握
す
る
た
め
に

市
民
の
連
携
・
協
働
は
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
各
地
域
に
も
特
色
が
あ

る
の
で
、
自
治
区
長
連
絡
協
議
会
を
中

心
に
意
見
等
を
調
べ
た
い
。

議
員
　

条
例
化
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

常
創
戦
略
課
長

　

近
隣
市
町
村
の
状
況
を
み
な
が
ら
考

え
て
い
き
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
】　

★
道
の
駅
に
つ
い
て

★
特
別
障
害
者
手
当
に
つ
い
て ຉӿ٠ҽ͹

࣯໲ಊժ
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市
民
参
加
に
よ
る
公
共
交
通
網
形
成

の
条
例
制
定
に
向
け
て

質問
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他
市
の
状
況
を
み
な
が
ら
考
え
て
い

き
た
い

答 弁



議
員
　

道
の
駅
の
隣
に
建
設
予
定
の
民
間
集

客
施
設
の
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

産
業
振
興
部
参
事

　

道
の
駅
が
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
隣
の
２

ヘ
ク
タ
ー
ル
に
戸
田
建
設
㈱
が
民
間
集

客
施
設
を
建
て
テ
ナ
ン
ト
を
募
集
す
る
。

議
員
　

答
弁
は
こ
れ
ま
で
何
回
聞
い
て
も
同

じ
。
私
た
ち
が
家
を
建
て
よ
う
と
思
い

土
地
を
見
に
行
く
時
に
は
、
隣
に
ど
ん

な
人
が
住
ん
で
い
る
か
、
ど
ん
な
家
が

建
つ
の
か
、
こ
れ
は
購
入
時
の
重
大
案

件
で
あ
る
。
「
戸
田
建
設
が
や
っ
て
く

れ
る
」
「
テ
ナ
ン
ト
を
募
集
す
る
」
こ

と
し
か
分
か
ら
な
く
て
、
道
の
駅
の
土

地
を
購
入
す
る
議
案
を
議
決
す
る
の
か
。

　

八
百
屋
が
来
る
の
か
、
魚
屋
が
来
る

の
か
、
靴
屋
が
来
る
の
か
、
洋
服
屋
が

来
る
の
か
、
何
も
分
か
ら
な
い
の
か
。

産
業
振
興
部
参
事

　

道
の
駅
の
オ
ー
プ
ン
に
合
わ
せ
民
間

集
客
施
設
も
令
和
５
年
３
月
に
オ
ー
プ

ン
す
る
予
定
の
た
め
、
現
時
点
で
そ
の

内
容
は
ま
だ
確
定
し
て
い
な
い
。

議
員
　

本
会
議
に
お
い
て
、
道
の
駅
の
土
地

取
得
５
億
２
千
万
円
の
議
案
を
議
決
す

る
段
階
で
、
し
っ
か
り
と
し
た
事
業
説

明
が
な
け
れ
ば
議
決
す
る
判
断
材
料
が

乏
し
く
、
賛
成
は
で
き
な
い
。
土
地
の

価
格
５
億
２
千
万
円
の
妥
当
性
は
ど
う

考
え
る
か
。

産
業
振
興
部
長

　

１
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
４
万
円
と

想
定
し
た
。
購
入
価
格
は
、
令
和
２
年

度
実
施
の
不
動
産
鑑
定
業
務
に
よ
り
算

出
さ
れ
た
価
格
で
、
妥
当
で
あ
る
。

議
員
　

隣
接
す
る
保
留
地
は
坪
12
万
円
か
ら

売
ら
れ
て
い
る
。
当
市
に
限
っ
て
は
坪

13
万
２
千
円
で
あ
り
、
高
い
と
私
は
思

う
。
も
し
購
入
す
る
な
ら
ば
、
当
初
の

事
業
計
画
の
坪
単
価
11
万
７
千
円
で
売

っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
今
後
、
当
市
は

圏
央
道
イ
ン
タ
ー
周
辺
を
補
助
金
の
受

皿
と
し
て
、
様
々
な
事
業
に
補
助
金
を

入
れ
な
が
ら
戸
田
建
設
㈱
と
共
に
事
業

を
展
開
し
て
い
く
だ
ろ
う
。

　

成
功
す
れ
ば
良
い
が
失
敗
し
た
時
は
、

そ
の
負
債
を
背
負
う
の
は
常
総
市
で
あ

り
私
た
ち
市
民
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
民

間
集
客
施
設
に
補
助
金
は
入
る
の
か
。

産
業
振
興
部
参
事

　

民
間
集
客
施
設
に
は
補
助
金
は
入
ら

な
い
。

ԗ౽٠ҽ͹
࣯໲ಊժ
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お
隣
に
何
が
で
き
る
の
か
も
知
ら
な
い
で
、

道
の
駅
の
土
地
を
買
う
の
で
す
か
？

質問

議
員
　

道
の
駅
の
住
民
投
票
の
署
名
は
約
４

千
名
、
多
数
の
方
に
言
わ
れ
た
こ
と
は
、

こ
の
よ
う
な
大
事
な
こ
と
を
議
会
は
な

ぜ
賛
成
し
た
の
か
、
ま
た
議
論
が
二
分

し
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
監
査
委
員
は
報

告
並
び
に
調
べ
な
い
の
か
と
多
数
の
意

見
が
あ
っ
た
。
議
会
選
出
監
査
委
員
、

識
見
監
査
委
員
に
対
し
一
日
の
監
査
で

月
額
報
酬
４
万
５
千
円
は
、
あ
ま
り
に

も
高
額
過
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
、
議
員

は
月
額
40
万
円
の
報
酬
が
あ
り
、
そ
の

他
で
あ
る
。
議
会
運
営
委
員
、
他
の
委

員
で
も
一
日
２
千
円
で
あ
る
。
本
来
な

ら
ば
、
そ
れ
も
廃
止
し
て
も
ら
い
た
い
。

市
長
　

県
内
市
町
村
平
均
値
よ
り
も
低
く
、

報
酬
に
つ
い
て
は
妥
当
で
あ
る
。

議
員
　

監
査
委
員
報
酬
は
、
下
妻
広
域
組
合

一
日
６
千
６
百
円
で
あ
る
。
専
門
性
が

必
要
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
二
人
と

も
特
別
な
資
格
を
有
し
て
い
な
い
。
多

様
化
の
時
代
、
専
門
的
な
資
格
を
有
す

る
人
を
選
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
農

業
委
員
も
議
会
選
出
は
廃
止
し
て
い
る
。

な
ぜ
監
査
委
員
だ
け
が
議
会
選
出
を
行

っ
て
い
る
の
か
、
悪
し
き
慣
習
は
や
め

る
べ
き
で
あ
る
。

監
査
委
員
事
務
局
長

　

議
会
選
出
は
自
治
体
の
公
正
と
能
率

確
保
の
た
め
必
要
で
あ
る
。

議
員
　

地
方
分
権
21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
懇
談
会

の
提
案
は
、
監
査
委
員
の
天
下
り
廃
止
、

外
部
監
査
の
活
用
、
第
三
者
機
関
の
設

置
、
ま
た
高
給
で
あ
る
た
め
天
下
り
の

ポ
ス
ト
化
し
て
い
る
。
現
在
の
議
会
選

出
監
査
委
員
に
お
い
て
は
平
成
23
年
か

ら
４
年
間
、
令
和
元
年
か
ら
２
年
間
、

令
和
３
年
か
ら
２
年
間
、
都
合
８
年
間

で
あ
る
。
あ
た
か
も
自
分
の
指
定
席
の

よ
う
に
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。

　

同
じ
人
は
、
金
融
機
関
で
は
数
年
で

転
勤
を
す
る
。
そ
れ
は
、
癒
着
や
思
い

過
ご
し
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
議
会
選

出
監
査
委
員
の
場
合
、
我
々
が
議
場
で

採
択
の
岐
路
に
立
っ
て
い
る
時
、
賛
成

討
論
を
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
水
海
道

有
料
道
路
の
件
、
ア
グ
リ
サ
イ
エ
ン
ス

補
助
金
の
件
、
道
の
駅
の
件
、
監
査
委

員
は
公
正
、
中
立
で
な
け
れ
ば
正
し
い

監
査
が
で
き
な
い
。
だ
か
ら
、
農
業
委

員
と
同
様
に
議
会
選
出
を
や
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

ぜ
ひ
、
専
門
知
識
の
あ
る
人
材
を
！

ໞీ٠ҽ͹
࣯໲ಊժ
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現
状
の
体
制
で
行
っ
て
い
く

答弁

監
査
委
員
は
有
資
格
者
を
！

公
正
中
立
で
あ
る
べ
き
だ

質問

かけはし 常総市議会だより ｜ 10

現
時
点
で
そ
の
内
容
は
ま
だ
確
定
し
て

い
な
い

答 弁
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委員会の活動抱負

２年間の

意気込み

を語ります
！

２年間の

意気込み

を語ります
！

建設経済委員会建設経済委員会

活力のある市へ！活力のある市へ！ 市民目線で議論を！市民目線で議論を！ 住みやすい市を目指して！住みやすい市を目指して！

文教厚生委員会文教厚生委員会 総 務委員会総 務委員会

　当委員会の所管内容は、水
道や道路の整備・改修など都
市建設をはじめ、産業振興や
農業といった生活に直結する
ものが多く含まれておりま
す。また、注目をされている
「アグリサイエンスバレー事
業」も当委員会の所管になっ
ております。 
　市民の皆様の意見を大切に
しながら、商業・観光・農業
の振興を一体感をもって進め
ることで、活力のある市にな
るよう行政と慎重に議論を重
ねていきます。 

　当委員会では、常総市の教
育や環境衛生、福祉と幅広い
分野を所管しております。そ
の検討内容は、０歳児から高
齢者、障がいを持つ方々まで
市民全体に関わりますので、
委員一同気持ちを新たに取り
組んでまいります。
　現在のコロナ禍の対策や、
少子化による公立学校の適正
配置、超高齢社会における社
会福祉等、課題が山積の中、
教育や福祉の充実が図られる
よう、市民目線で議論してい
く所存です。

　当委員会の審査範囲は、市
の総合計画や地方創生、行政
における資産の活用、行政改
革などの中核を担う政策から
デジタル化の推進、防災にお
ける危機管理、ふるさと納税
の活用及び収税、市民窓口
サービスまで幅広く多岐にわ
たります。
　委員一同、住んで良かった
と思える常総市をしっかりと
目指し、市民の皆様の代弁者
として様々な角度から意見を
出し合い、行政に対しての提
案やチェックを慎重に行って
いきます。

産業振興、都市建設、
農業委員会ほか

福祉、保健衛生、
教育委員会ほか

市長公室、総務、市民生活、
会計、監査ほか

所管事項所管事項 所管事項所管事項 所管事項所管事項

５月10日に一新した各常任委員会に、今後２年間
の任期でどのように活動していくのか抱負を伺い
ました。
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※議長は採決に加わらない

関 

　
優
嗣

坂
巻 

文
夫

議案
番号

議案第127号 ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ × × － ○ ×

会派 常総の志 未來 令明会 会派所属無し公明党 共産党
倉
持 

　
守

飯
島 

　
忠

坂
野 

茂
実

小
林 

　
剛

中
村 

安
雄

佐
藤 

剛
史

広
瀬 

光
一

草
間 

典
夫

吉
原 

晴
照

栁
井 

真
吾

石
塚 

　
剛

大
澤 
　
清

遠
藤 

章
江

中
村 

博
美

岡
野 

一
男

茂
田 

信
三

喜
見
山 

明

風
野 

芳
之

水
野 

　
昇

堀
越 
道
男

令和３年４月 随時会議 議員の賛否
議案などに対して賛否の分かれたものを掲載しています。　★議員氏名は、会派ごとに議席番号順で掲載しています。

令和３年度常総市一般会計補正予算（第１号） 補正予算の増額　　　　25億9,295万8,000円
補正予算後の総額　　 　 253億5,295万8,000円

≪会議の欠席等の状況≫　喜見山明　4/22　【本会議】　【議員全員協議会】　（欠席）

内 容議 案 名 審議結果

可決

議案番号

議案第127号

令和３年４月 随時会議 審議案件と結果

令和３年５月 定例会議 審議案件と結果

防災ラジオの取得について、予定価格が議会の議決に付すべき契
約及び財産の取得又は処分に関する条例に定める額を超えている
ことから提出するもの

内 容

財産の取得について

議 案 名

常総市職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条
例について

常総市税条例の一部を改正する条例について

常総市固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例
について

常総市介護保険条例の一部を改正する条例について

常総市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について

財産の取得について

職員の服務の宣誓に関する手続きを見直すこととし、対面での手
続き及び宣誓書への押印を不要とする改正を行うもの

地方税法の改正に伴い、医療費控除の特例に係る適用期限の延長、
浸水の防止を図るために取得する一定の償却資産に係る固定資産
税の特例措置の創設その他所要の改正を行うもの

固定資産の価格に関する不服審査手続きにおける書面への署名及び押
印を不要とする改正を行うもの

新型コロナウイルス感染症の影響により第１号被保険者の属する
世帯において、収入の減少が見込まれる場合等に行う介護保険料
の減免について、令和３年度分の介護保険料の減免の実施に必要
となる改正を行うもの
新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減少した被保険者
等に対し、引き続き国民健康保険税の減免を実施することとし、
減免申請書の提出期限の特例に係る改正を行うもの

常総インターチェンジ周辺地区土地区画整理事業施行地区内の道
の駅整備事業用地の取得について、予定価格が議会の議決に付す
べき契約及び財産の取得又は処分に関する条例に定める額を超え
ていることから提出するもの

審議結果

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

採択

可決

可決

推薦

当選

議案番号

議案第１号

議案第２号

議案第３号

議案第４号

議案第５号

議案第６号

安全・安心の医療・介護の実現と国民のいのちと健康を守
るための意見書提出について議案第４２号

「安全・安心の医療・介護の実現と国民のいのちと健康を
守るための意見書」を国に提出することを求める陳情

新型コロナウイルス感染対策の教訓を経て、国民のいのちと健康、
暮らしを守るためにも、医療・介護・福祉、公衆衛生施策の拡充
を求めるもの陳情第１号

議案第７号

市道の路線の変更について（東552号線）
本豊田地内の路線について、その一部が道路としての機能を喪失
し、当該路線に隣接する土地の所有者から払下げの要望があるこ
とから、その終点の位置を変更するもの

議案第４０号

令和３年度常総市一般会計補正予算（第２号）議案第４１号

市道の路線の廃止について
（西608号線、西612号線、西613号線、西614号線、西615
号線、西619号線、西620号線、西621号線、西622号線、
西623号線、西624号線、西625号線、西626号線、西627
号線、西628号線、西629号線）

県営鴻野山地区畑地帯総合整備事業の実施に伴い、事業区域内に
おける道路が整備されたことから、新たに整備された道路を市道
として認定することとし、当該事業区域内の既存の路線を廃止す
るもの

議案第８号
～

議案第２３号

市道の路線の認定について
（西1226号線、西1227号線、西1228号線、西1229号線、
西1230号線、西1231号線、西1232号線、西1233号線、西
1234号線、西1235号線、西1236号線、西1237号線、西
1238号線、西1239号線、西1240号線、西1241号線）

県営鴻野山地区畑地帯総合整備事業において新たに整備された道
路について、市道として認定するもの

議案第２４号
～

議案第３９号

色の付いていない部分は全会一致、■色付き部分は賛否が分かれた案件で次ページに掲載しております。

色の付いていない部分は全会一致、■色付き部分は賛否が分かれた案件で下表に掲載しております。

補正予算の増額　　　　  3億1,355万3,000円
補正予算後の総額　　 　 256億6,651万1,000円

陳情第１号の採択により、議会としての意見書を国に提出するも
の

常総市議会議員の議員報酬等に関する条例の特例に関する
条例の制定について議案第４３号

議員の職責及び議会への住民の信頼確保に鑑み、常総市議会議員
が市議会の会議等を長期間欠席した場合における当該議員の議員
報酬及び期末手当の支給に係る特例を定めるもの

常総市各種委員の推薦について推薦第１号 市長及び教育委員会教育長より常総市各種委員の推薦を求められ
たため、推薦するもの（P15参照）

常総衛生組合議会議員の選挙について選挙第３号
常総衛生組合規約第５条第２項の規定により、組合議会議員２名
の選挙を行うもの
当選議員：坂野　茂実、関　優嗣

○：賛成　×：反対　棄：棄権　
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○：賛成　×：反対　棄：棄権

※議長は採決に加わらない

関 

　
優
嗣

坂
巻 

文
夫

議案
番号

議案第7号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × － ×

会派 常総の志 未來 令明会 会派所属無し公明党 共産党
倉
持 

　
守

飯
島 

　
忠

坂
野 

茂
実

小
林 

　
剛

中
村 

安
雄

佐
藤 
剛
史

広
瀬 

光
一

草
間 

典
夫

吉
原 

晴
照

栁
井 

真
吾

石
塚 

　
剛

大
澤 

　
清

遠
藤 

章
江

中
村 

博
美

岡
野 

一
男

茂
田 

信
三

喜
見
山 

明

風
野 

芳
之

水
野 

　
昇

堀
越 

道
男

令和３年５月 定例会議 議員の賛否
議案などに対して賛否の分かれたものを掲載しています。　★議員氏名は、会派ごとに議席番号順で掲載しています。

≪会議の欠席等の状況≫
　草間典夫　5/26本会議・議員全員協議会（欠席）
　坂巻文夫　6/1 本会議（遅参）
　喜見山明　5/26～6/10本会議・予算特別委員会・常任委員会・議員全員協議会（欠席）

常総地方広域市町村圏事務組合規約第５条及び第６条の規定によ
り、組合議会議員３名の選挙を行うもの
当選議員：小林　剛、倉持　守、中村　博美

内 容

常総地方広域市町村圏事務組合議会議員の選挙について

議 案 名

茨城西南地方広域市町村圏事務組合議会議員の選挙につい
て

下妻地方広域事務組合議会議員の選挙について

茨城県後期高齢者医療広域連合議会議員の一般選挙につい
て

茨城西南地方広域市町村圏事務組合規約第５条及び第６条の規定
により、組合議会議員２名の選挙を行うもの
当選議員：茂田　信三、水野　昇
下妻地方広域事務組合規約第５条及び第６条の規定により、組合
議会議員３名の選挙を行うもの
当選議員：吉原　晴照、茂田　信三、水野　昇

茨城県後期高齢者医療広域連合規約（平成19年市町村指令第23号）
第８条の規定により、広域連合議会議員1名の選挙を行うもの
当選議員：倉持　守

審議結果

当選

当選

当選

当選

議案番号

選挙第４号

選挙第５号

選挙第６号

選挙第７号

　

令
和
３
年
常
総
市
議
会
（
５
月
定
例
会
議
）

が
５
月
26
日
か
ら
６
月
10
日
ま
で
16
日
間
の
会

期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
議
に
は
、
令
和
３
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
を
含
む
議
案
41
件
を
市
長
が
提
案
し

ま
し
た
。

　

 

初
日
の
本
会
議
で
は
、
提
案
理
由
の
説
明
が

あ
り
、
後
日
（
６
月
７
日
）
に
議
案
等
は
各
常

任
委
員
会
及
び
予
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、

詳
細
に
審
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
、
議
会
か
ら
条
例
の
制
定
を
含

む
追
加
案
件
２
件
を
提
出
し
、
採
決
の
結
果
、

議
案
43
件
、
陳
情
１
件
、
推
薦
１
件
、
選
挙
５

件
が
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決
・
採
択
・

推
薦
・
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
さ
れ
た
お
も
な
議
案
と
討
論
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　

本
案
は
、
ア
グ
リ
サ
イ
エ
ン
ス
バ
レ
ー
事
業

に
お
い
て
、
道
の
駅
整
備
事
業
用
地
を
取
得
す

る
も
の
で
す
。
道
の
駅
整
備
事
業
用
地
全
体
面

積
の
２
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
７
千
平
方
メ

ー
ト
ル
を
公
共
用
地
と
し
て
、
常
総
市
常
総
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
地
区
土
地
区
画
整
理
組

合
か
ら
提
供
（
公
共
減
歩
）
を
受
け
ま
す
。
残

り
の
用
地
１
万
３
千
平
方
メ
ー
ト
ル
の
取
得
価

格
に
つ
い
て
は
、
不
動
産
鑑
定
を
実
施
し
同
組

合
と
協
議
を
行
っ
た
結
果
、
道
の
駅
整
備
事
業

用
地
と
し
て
代
金
５
億
２
千
万
円
で
売
買
す
る

同
意
を
得
ま
し
た
。
こ
の
土
地
を
取
得
す
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契

約
及
び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る
条
例

第
３
条
に
定
め
る
金
額
及
び
面
積
を
超
え
る
こ

と
か
ら
、
地
方
自
治
法
第
96
条
第
１
項
第
８
号

の
規
定
に
よ
り
議
会
の
議
決
を
受
け
、
本
会
議

に
お
い
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

岡
野　

一
男 

議
員

　

常
総
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の
土
地
開
発

に
は
農
業
の
振
興
に
寄
与
す
る
と
い
う
点
で
賛

成
す
る
が
、
高
額
な
道
の
駅
建
設
に
は
反
対
す

る
。
ま
た
、
施
設
を
建
設
す
る
な
ら
ば
、
避
難

施
設
を
兼
ね
備
え
る
べ
き
と
考
え
る
。

茂
田　

信
三 

議
員

　

財
政
状
況
を
考
え
る
と
、
道
の
駅
建
設
に
は

賛
成
で
き
な
い
。
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
も
か
か

る
上
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
人
流
を
止
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
民
間
企
業
で
出
来
る
こ
と
は
、
民

間
企
業
に
任
せ
る
べ
き
で
あ
る
。

堀
越　

道
男 

議
員

　

一
定
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の
土
地
開

発
に
は
賛
同
す
る
が
、
事
業
の
在
り
方
や
計
画

の
変
更
、
土
地
の
価
格
に
不
透
明
な
点
が
あ
る
。

そ
こ
の
検
証
を
し
っ
か
り
と
や
る
べ
き
で
あ
る
。

遠
藤　

章
江 

議
員

　

土
地
の
不
動
産
鑑
定
価
格
に
つ
い
て
は
、
評

価
審
議
会
等
を
作
り
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
当

区
画
整
理
組
合
や
公
共
減
歩
を
受
け
る
土
地
、

建
設
予
定
の
民
間
集
客
施
設
の
購
入
す
る
土
地

の
詳
細
な
情
報
が
少
な
い
。
土
地
の
妥
当
性
を

認
め
ら
れ
る
よ
う
に
情
報
の
開
示
を
す
る
べ
き

で
あ
る
。

大
澤　

清 

議
員

　

土
地
購
入
費
に
つ
い
て
は
、
不
動
産
鑑
定
の

前
に
市
と
区
画
整
理
組
合
が
金
額
の
交
渉
を
す

る
べ
き
だ
っ
た
と
考
え
る
。
ま
た
、
道
の
駅
は

公
共
施
設
の
た
め
、
自
主
財
源
に
は
な
ら
な
い

と
考
え
ら
れ
る
。
道
の
駅
と
民
間
集
客
施
設
の

詳
細
な
計
画
や
今
後
の
方
向
性
が
不
透
明
な
ま

ま
で
は
賛
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

草
間　

典
夫 

議
員

　

こ
の
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
、
鑑
定
価
格
や

契
約
手
続
き
も
妥
当
で
あ
る
と
考
え
る
。
道
の

駅
整
備
事
業
用
地
は
、
都
市
エ
リ
ア
へ
の
交
通

条
件
も
良
く
、
常
総
市
の
発
展
が
期
待
で
き
る

も
の
で
あ
る
。

倉
持　

守 

議
員

　

水
害
か
ら
の
復
興
・
当
市
の
地
域
産
業
の
活

性
化
の
た
め
に
は
、
ア
グ
リ
サ
イ
エ
ン
ス
バ
レ

ー
構
想
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
全
員

賛
成
を
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
土
地
の
価
格
・

立
地
に
つ
い
て
も
妥
当
と
考
え
る
。

石
塚　

剛 

議
員

　

交
通
の
利
便
性
等
を
考
え
る
と
、
土
地
の
価

格
は
妥
当
で
あ
る
。
ア
グ
リ
サ
イ
エ
ン
ス
バ
レ

ー
構
想
の
中
で
道
の
駅
建
設
は
人
口
減
少
が
進

む
将
来
を
見
据
え
た
市
の
重
要
な
施
策
で
あ
る
。

中
村　

博
美 

議
員

　

土
地
の
価
格
は
妥
当
で
あ
る
。
道
の
駅
は
、

公
共
施
設
と
し
て
市
民
と
作
り
上
げ
て
い
く
も

の
で
あ
り
、
多
く
の
方
が
集
う
施
設
に
な
る
。

関　

優
嗣 

議
員

　

当
市
に
建
設
す
る
道
の
駅
は
、
観
光
農
園
や

都
市
公
園
の
あ
る
官
民
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
生

か
し
た
集
客
等
の
相
乗
効
果
の
図
れ
る
拠
点
に

な
る
。
土
地
の
購
入
金
額
だ
け
で
は
な
く
、
当

市
の
発
展
・
成
長
と
い
う
未
来
へ
の
投
資
と
し

て
総
合
的
に
考
え
る
べ
き
だ
。

反 

対 

討 

論

反 

対 

討 

論

議
案
第
７
号  

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

令
和
３
年
５
月
定
例
会
議

審  

議  

結  

果
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○：賛成　×：反対　棄：棄権

※議長は採決に加わらない

関 

　
優
嗣

坂
巻 

文
夫

議案
番号

ー
議案第44号

× × × × × × × ※ × × × × × × ○ ○ ○ ○○ ○ － ○
× × × × × × ×

×
× ※ × × × × × × ○ ○ ○ ○○ ○ － ○

会派 常総の志 未來 令明会 会派所属無し公明党 共産党
倉
持 

　
守

飯
島 

　
忠

坂
野 

茂
実

小
林 

　
剛

中
村 

安
雄

佐
藤 

剛
史

広
瀬 

光
一

草
間 

典
夫

吉
原 

晴
照

栁
井 

真
吾

石
塚 

　
剛

大
澤 

　
清

遠
藤 

章
江

中
村 

博
美

岡
野 

一
男

茂
田 

信
三

喜
見
山 

明

風
野 

芳
之

水
野 

　
昇

堀
越 

道
男

令和３年６月 随時会議 議員の賛否
議案などに対して賛否の分かれたものを掲載しています。　★議員氏名は、会派ごとに議席番号順で掲載しています。

≪会議の欠席等の状況≫
喜見山　明　6/25、7/1【本会議】欠席　　佐藤　剛史　7/1【議会運営委員会】欠席

令和３年６月 随時会議 審議案件と結果

議案第44号の修正案を会議規則第17条の規定により提出するもの

内 容
「議案第44号常総市（仮称）道の駅常総の土地購入及び建
設に係る市費の支出の賛否を問う住民投票条例について」
に対する修正案

議 案 名

常総市（仮称）道の駅常総の土地購入及び建設に係る市費
の支出の賛否を問う住民投票条例について

地方自治法第74条第１項の規定による条例制定の直接請求があっ
たことから、同条第３項の規定により意見を付けて提出するもの

審議結果

否決

否決

議案番号

－

議案第44号

　

令
和
３
年
常
総
市
議
会
（
５
月
定
例
会
議
）

が
５
月
26
日
か
ら
６
月
10
日
ま
で
16
日
間
の
会

期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
議
に
は
、
令
和
３
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
を
含
む
議
案
41
件
を
市
長
が
提
案
し

ま
し
た
。

　

 

初
日
の
本
会
議
で
は
、
提
案
理
由
の
説
明
が

あ
り
、
後
日
（
６
月
７
日
）
に
議
案
等
は
各
常

任
委
員
会
及
び
予
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、

詳
細
に
審
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
、
議
会
か
ら
条
例
の
制
定
を
含

む
追
加
案
件
２
件
を
提
出
し
、
採
決
の
結
果
、

議
案
43
件
、
陳
情
１
件
、
推
薦
１
件
、
選
挙
５

件
が
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決
・
採
択
・

推
薦
・
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
さ
れ
た
お
も
な
議
案
と
討
論
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　

本
案
は
、
ア
グ
リ
サ
イ
エ
ン
ス
バ
レ
ー
事
業

に
お
い
て
、
道
の
駅
整
備
事
業
用
地
を
取
得
す

る
も
の
で
す
。
道
の
駅
整
備
事
業
用
地
全
体
面

積
の
２
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
７
千
平
方
メ

ー
ト
ル
を
公
共
用
地
と
し
て
、
常
総
市
常
総
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
地
区
土
地
区
画
整
理
組

合
か
ら
提
供
（
公
共
減
歩
）
を
受
け
ま
す
。
残

り
の
用
地
１
万
３
千
平
方
メ
ー
ト
ル
の
取
得
価

格
に
つ
い
て
は
、
不
動
産
鑑
定
を
実
施
し
同
組

合
と
協
議
を
行
っ
た
結
果
、
道
の
駅
整
備
事
業

用
地
と
し
て
代
金
５
億
２
千
万
円
で
売
買
す
る

同
意
を
得
ま
し
た
。
こ
の
土
地
を
取
得
す
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契

約
及
び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る
条
例

第
３
条
に
定
め
る
金
額
及
び
面
積
を
超
え
る
こ

と
か
ら
、
地
方
自
治
法
第
96
条
第
１
項
第
８
号

の
規
定
に
よ
り
議
会
の
議
決
を
受
け
、
本
会
議

に
お
い
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

岡
野　

一
男 

議
員

　

常
総
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の
土
地
開
発

に
は
農
業
の
振
興
に
寄
与
す
る
と
い
う
点
で
賛

成
す
る
が
、
高
額
な
道
の
駅
建
設
に
は
反
対
す

る
。
ま
た
、
施
設
を
建
設
す
る
な
ら
ば
、
避
難

施
設
を
兼
ね
備
え
る
べ
き
と
考
え
る
。

茂
田　

信
三 

議
員

　

財
政
状
況
を
考
え
る
と
、
道
の
駅
建
設
に
は

賛
成
で
き
な
い
。
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
も
か
か

る
上
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
人
流
を
止
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
民
間
企
業
で
出
来
る
こ
と
は
、
民

間
企
業
に
任
せ
る
べ
き
で
あ
る
。

堀
越　

道
男 

議
員

　

一
定
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の
土
地
開

発
に
は
賛
同
す
る
が
、
事
業
の
在
り
方
や
計
画

の
変
更
、
土
地
の
価
格
に
不
透
明
な
点
が
あ
る
。

そ
こ
の
検
証
を
し
っ
か
り
と
や
る
べ
き
で
あ
る
。

遠
藤　

章
江 

議
員

　

土
地
の
不
動
産
鑑
定
価
格
に
つ
い
て
は
、
評

価
審
議
会
等
を
作
り
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
当

区
画
整
理
組
合
や
公
共
減
歩
を
受
け
る
土
地
、

建
設
予
定
の
民
間
集
客
施
設
の
購
入
す
る
土
地

の
詳
細
な
情
報
が
少
な
い
。
土
地
の
妥
当
性
を

認
め
ら
れ
る
よ
う
に
情
報
の
開
示
を
す
る
べ
き

で
あ
る
。

大
澤　

清 

議
員

　

土
地
購
入
費
に
つ
い
て
は
、
不
動
産
鑑
定
の

前
に
市
と
区
画
整
理
組
合
が
金
額
の
交
渉
を
す

る
べ
き
だ
っ
た
と
考
え
る
。
ま
た
、
道
の
駅
は

公
共
施
設
の
た
め
、
自
主
財
源
に
は
な
ら
な
い

と
考
え
ら
れ
る
。
道
の
駅
と
民
間
集
客
施
設
の

詳
細
な
計
画
や
今
後
の
方
向
性
が
不
透
明
な
ま

ま
で
は
賛
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

草
間　

典
夫 

議
員

　

こ
の
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
、
鑑
定
価
格
や

契
約
手
続
き
も
妥
当
で
あ
る
と
考
え
る
。
道
の

駅
整
備
事
業
用
地
は
、
都
市
エ
リ
ア
へ
の
交
通

条
件
も
良
く
、
常
総
市
の
発
展
が
期
待
で
き
る

も
の
で
あ
る
。

倉
持　

守 

議
員

　

水
害
か
ら
の
復
興
・
当
市
の
地
域
産
業
の
活

性
化
の
た
め
に
は
、
ア
グ
リ
サ
イ
エ
ン
ス
バ
レ

ー
構
想
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
全
員

賛
成
を
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
土
地
の
価
格
・

立
地
に
つ
い
て
も
妥
当
と
考
え
る
。

石
塚　

剛 

議
員

　

交
通
の
利
便
性
等
を
考
え
る
と
、
土
地
の
価

格
は
妥
当
で
あ
る
。
ア
グ
リ
サ
イ
エ
ン
ス
バ
レ

ー
構
想
の
中
で
道
の
駅
建
設
は
人
口
減
少
が
進

む
将
来
を
見
据
え
た
市
の
重
要
な
施
策
で
あ
る
。

中
村　

博
美 

議
員

　

土
地
の
価
格
は
妥
当
で
あ
る
。
道
の
駅
は
、

公
共
施
設
と
し
て
市
民
と
作
り
上
げ
て
い
く
も

の
で
あ
り
、
多
く
の
方
が
集
う
施
設
に
な
る
。

関　

優
嗣 

議
員

　

当
市
に
建
設
す
る
道
の
駅
は
、
観
光
農
園
や

都
市
公
園
の
あ
る
官
民
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
生

か
し
た
集
客
等
の
相
乗
効
果
の
図
れ
る
拠
点
に

な
る
。
土
地
の
購
入
金
額
だ
け
で
は
な
く
、
当

市
の
発
展
・
成
長
と
い
う
未
来
へ
の
投
資
と
し

て
総
合
的
に
考
え
る
べ
き
だ
。

賛 

成 

討 

論

賛 

成 

討 

論

色の付いていない部分は全会一致、■色付き部分は賛否が分かれた案件で下表に掲載しております。
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全
国
市
議
会
議
長
会
及
び
茨
城
県
市
議
会
議
長
会

で
は
、
市
議
会
議
員
と
し
て
永
年
勤
続
さ
れ
、
地
方

自
治
の
進
展
に
寄
与
さ
れ
た
議
員
に
対
し
、
毎
年
表

彰
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
も
、
当
市
議
会
か

ら
３
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

茂
田　

信
三 

議
員

　
　
全
国
・
茨
城
県
市
議
会
議
長
会
20
年
特
別
表
彰

　

倉
持　

守 

議
員

　
　
全
国
市
議
会
議
長
会
10
年
一
般
表
彰

　

小
林　

剛 

議
員

　
　
全
国
市
議
会
議
長
会
10
年
一
般
表
彰

※市議会議長会の規定により、町議会議員としての
勤続年数は２分の１として算出されます。

܊
༃
ࣦ
റ
ࡼ
ۙ
࿍
஺

܊
༃
ࣦ
റ
ࡼ
ۙ
࿍
஺

総合計画審議会委員

まち・ひと・しごと創生総合戦略会議委員

男女共同参画推進審議会委員

環境審議会委員

国民健康保険運営協議会委員

子ども・子育て会議委員

介護保険運営協議会委員

都市計画審議会委員

空家等対策協議会委員

下水道事業審議会委員

水道事業審議会委員

㈶水海道あすなろの里理事

青少年問題協議会委員

社会教育委員兼公民館運営審議会委員

教育支援委員会委員

学校給食センター運営委員会委員

図書館協議会委員

生涯学習センター運営協議会委員　　　
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「
か
け
は
し
」で
は
、

あ
な
た
が
撮
影
し
た
常

総
市
の
橋
百
景
を
募
集

し
て
い
ま
す
。撮
影
写

真
、撮
影
地
、お
名
前
、

メ
ッ
セ
ー
ジ（
１
０
０

文
字
程
度
）を
添
え
て

左
記
の
住
所
ま
で
ご
応

募
く
だ
さ
い
。な
お
、応

募
い
た
だ
い
た
写
真
は

返
却
い
た
し
ま
せ
ん
の

で
、あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

【
議
会
事
務
局
】

〒
３
０
３

－

８
５
０
１

常
総
市
水
海
道
諏
訪
町

　
　
　

 

３
２
２
２

－

３

☎
０
２
９
７（
２
２
）０
３
１
８

常
総
橋
百
景

写
真
募
集
中
!!

　

高
崎
市
か
ら
鉾
田

市
に
至
る
国
道
３
５

４
号
線
で
鬼
怒
川
に

か
か
る
橋
で
す
。

　

朝
早
く
か
ら
通
行

す
る
ト
ラ
ッ
ク
の
黒

い
影
が
見
え
ま
す
。

　

そ
ん
な
早
朝
の
豊

水
橋
を
写
し
て
み
ま

し
た
。

豊
水
橋

第
三
景

ほ

う

す

い

き
ょ
う

撮
影
地

常
総
市

　
　

豊
岡
町

投
稿
者

壁
谷 

重
男
様

常
総 

橋
百
景

かけはし 常総市議会だより ｜ 16

8月 定例会議（予定）
22 23 24 25 26 27 28
日 月 火 水 木 金 土

29 30 31 1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

8月

9月

決算特別
委員会

予算・決算
特別委員会

常任委員会
（分科会）

決算特別
委員会

本会議
一般質問

本会議
一般質問

本会議
一般質問

本会議

常任委員会
（分科会）

常任委員会
（分科会）

本会議
一般質問
議案質疑

Ԯ໼ Ҳ஋
੶௫ ɻ߸
૴ؔ ఱ෋
࢛߸ ౽ࠦ
ؖɻ ༑࢜
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広報委員会

　常総市議会中継が動画で常総市ホームページより
いつでもご覧いただけます。

常総市議会 中継

http://www.josocity.stream.jfit.co.jp

常
総
市
議
会
議
長

中
村 

安
雄

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ

り
議
会
運
営
に
対
し
多
大
な
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
、
順
調
に
進
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
議
会
と
し
て
も
、
市
民

の
生
命
、
生
活
、
地
域
の
経
済

を
守
る
た
め
、
行
政
か
ら
の
施

策
を
慎
重
に
審
議
し
、
そ
の
効

果
を
、
い
ち
早
く
皆
様
の
も
と

に
届
け
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て

い
く
所
存
で
す
。

　

今
後
も
、
市
民
生
活
を
第
一

に
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※正式な日程は常総市議会ホームページをご覧ください。

予算・決算
特別委員会
本会議

　常総市公式アカウントにて、議会の情報も配信してま
いりますので、登録をお願いいたします。

WEB

か
べ
た
に　

 

し
げ  

お


